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レターズ / 会員の皆さんから寄せられたお便りをご紹介します。

　いつもお世話になっております。毎回「Letters」

を楽しみにしています。

　先日、数年ぶりに夜、飲み会（女子会）に参加し

ました。そこで会う友人も数年ぶり。私の家庭のこと

をしっかり理解し、話を聞いてくれる友人たちで

した。

　事故以来、自分の時間がなく、泣いてはいけない

と思い続けてきたので、この時ばかりは自分の思い

を友人に話し、スッキリすることができました。

　夜、外に出られた会いたい友人、子供達を見て寝か

しつけてくれた両親、いろいろな人の支えの中で生き

ている事を感じ、一人ラジオを聴きながら帰宅しま

した。自分の時間を 2 時間持てただけですごく幸せで

した。また明日からガンバロー！！と思いました。

長野県
Ｔ・Ｔさん（母）

♧ 加入者さまより

　「橋本給付金」ありがとうございます。橋本むつさん

の温かい気持ち、大切に使わせていただきます。高校

生になっても勉強や部活、頑張ります。ありがとうご

ざいました。

♡ お母さまより

　橋本むつさんの善意に本当に感謝いたします。心

温まるお気持ち、大事に使わせていただきます。中学

入学の時にもいただき、早 3 年が経ったのかと、月日

が過ぎる速さに驚き、子供と一緒に成長できる日々を

大切に過ごしていこうと思います。ありがとうござい

ました。

岡山県
Ｔ・Ｏさん（加入者）　Ｔ・Ｍさん（母）

　先日、息子の基金完了についておハガキをいただき、

また、橋本むつ様からのお祝い金をいただきありがとう

ございました。夫の事故から今まで、長かったような

あっという間だったような、不思議な気分になりました。

　夫を亡くしてからは仕事や育児に忙殺されそうに

なり、支えてくれる私と夫の両親、友人たちがいなけ

ればここまでやってこられなかったです。貴団体には

経済的な面で支えていただき、お金の心配をすること

なく今日を迎えています。

　息子は現在大学に進学し、勉学とアルバイトを頑張っ

ています。息子が元気で暮らしていることがなにより

幸せな事だと思います。

　最後に、この冊子を読んでいる、我が家と同じ境遇の

皆さんへ、今はまだつらい日々を送っている方もいらっ

しゃると思いますが、時間が癒してくれる日がきっと

来ると思います。その日まで、お互い頑張りましょう。

神奈川県
Ｋ・Ｍさん（母）

♧ 加入者さまより

　長い間のご支援ありがとうございました。皆さんの

おかげで家族との楽しい思い出をたくさん作れたと

思います。これからも 3 人で頑張っていきます。

♡ お母さまより

　2000 年に夫が亡くなった時から 17 年が過ぎて

も悲しみがなくなることはありません。

支えとなってくれた子供達は 2 人とも無事基金を

終了し、長女は大学を出て社会人 2 年目、長男は大学

1 年生となりました。基金のおかげで学費を心配し

なくても済み、感謝しております。

　交通事故が減り、私達のような悲しみを抱える人

がいなくなるように願っています。ありがとうござ

いました。

宮城県
Ｏ・Ｈさん（加入者）　Ｏ・Ｙさん（母）
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　いつもお世話になりありがとうございます。この度

は、次男の中学校入学に際し、多額なお祝い金と図書

カードをいただきありがとうございました。学生服や

学校指定用品等の準備に使わせて頂きたいと思います。

　当時１歳 3 ヶ月だった息子は、もうすぐ小学校を卒

業し、今年 1 月に受験した中学校に 4 月から学生服に

身を包み通うこととなりました。大きく立派に成長

した姿をきっと見てくれるだろうと思います。

　たくさんのお友達にも恵まれ、今は残り少ない小学

校生活をお友達と一緒に楽しく送っているようです。

　いつも私達家族を見守り支えてくださっている周り

の方々、そしてお友達への感謝の気持ちを忘れずに、

これからも頑張っていきたいと思います。本当にあり

がとうございました。

滋賀県
Ｋ・Ｙさん（母）

　本当にありがとうございました。基金に申し込む

にあたって少し不安はありましたが、すごくありが

たく、大変助かりました。すごくいいシステムです。

　このようにして交通遺児の子供たちは社会からも

援助を受け、助け合い精神の中で安心できるのですね。

今までありがとうございました。これからは社会に

対して僕たちが助け合い精神を持っていきたいです。

そして恩返しがしたいです。

大阪府
Ｋ・Ｊさん（父）

　当時 5 歳だった娘も、おかげ様で 19 歳の誕生日

を迎えました。

　小学校に入学してから基金のことを知り、すぐに

加入させていただきました。それ以来、給付はもち

ろん折々のお祝い金やこの度の完了に際しても完了

給付金、図書カードをいただきました。

　この基金と、橋本むつ様に心から感謝しています。

本当にありがとうございました。加入したことで、

事務局の方々、同じような境遇の方、スマイルズを

通して様々な方を知ることができました。皆さんも

頑張っておられるから、私も頑張ろうという励みと

なりました。長い間お世話になりました。これから

も主人が喜んで安心してくれるよう、親子共々笑顔

で過ごしていきます。ありがとうございました。

長崎県
Ｈ・Ｆさん（母）

　この度は、貴基金の完了の通知とお祝い金をいた

だき、改めて感謝申し上げます。

　おかげ様で、この春息子は幼い頃からずっと憧れて

いた消防士になることができました。

　あの時、亡くなった主人に誓ったことは「息子が

自立するまで元気で精一杯支える」ことだったので、

なるべく子供と寄り添う時間が作れたのも、貴基金の

支えがあったからこそです。内定通知を頂いたときは、

親として、主人の妻としても達成感でいっぱいでした。

　命と向き合う仕事についた息子をこれからもゆったり

見守っていこうと思っています。本当にお世話になり

ました。ありがとうございました。

千葉県
Ｈ・Ｋさん（母）

　雨が多かった今秋、小学 5 年生の長男の運動会は

晴天に恵まれた。主人と一緒に応援したのは年中が

最後。年長の時は主人がいないつらさと、保育園最後の

感動とで涙ばかり流していた。秋晴れだったので「空

から見てくれている」と思うことで、少し気持ちが丸く

なれたのを覚えている。

　あれから 5 年。生後 20 日も経たないうちに父親を

亡くした次男が年長になった。

　兄弟は違う保育園。毎年、各々の運動会が同日だった

が、今年は別日。このチャンスを逃すまいと、予定を

開けておいた。

　当日は朝から雨。延期せず午後から開催するとの

こと。車で約 1 時間、ドライブも兼ねて子供と一緒に出

かけた。結局延期になったが、懐かしい先生方に会えた。

　実はこの日は主人の月命日。私が長男の時のことを

思い出すと心配した主人が雨を降らせ、先生方との語ら

いを作ってくれたのだと感じた。それに、延期になった

平日は主人の誕生日。この日を狙っていたんだね。

　翌週は次男の運動会。天気予報は「曇りのち雨」。

時折晴れ間もあり、次男は大活躍した。きっと体を張っ

て雨を防いでくれたのだろう。力尽きたのかな？ 感動

したのかな？ 閉会と同時にポツポツと雨が降り始めた。

ありがとう。

奈良県
Ｏ・Ｙさん（母）

　大変お世話になりました。相談員の方に熱心に説明

を受け、加入させて頂いて良かったです。３ヶ月ごと

の入金もとても心強く、感謝しています。

　特に映画の鑑賞券を送っていただき、親子で出かけ

るのは楽しみの一つでした。楽しいひと時をありがと

うございました。

　もう少し学生なので色々あると思いますがこれから

も子供 2 人の応援とまわりに感謝しながら元気で

仲良く過ごしていきたいと思っています。

静岡県
Ｔ・Ｙさん（母）

　いつもお世話になっております。息子、娘とも基金

を利用させていただき、今では大学生となり、顔つき

もすっかり大人になったようです。

　夫の事故が起こり、幼い子供と共に途方に暮れて

おりました。そんな時に貴基金の存在を知り、私達の

ような事故被害者家族をサポートしてくれる団体があ

るのだということを知りました。教育費の心配はなく

なり、おかげ様で普通の両親揃った家庭とも変わり

なく教育を受けさせてあげられたと思っています。

　本当に感謝しております子供たちも、自分が受けた

社会からの支援をお返しできるよう、立派な大人に

なって欲しいと願っております。長い間ありがとうご

ざいました。

東京都
Ｍ・Ｍさん（母）

　この度は長女の高校進学に際し、お祝い金と図書

カードをお送りいただき誠にありがとうございました。

読書好きの娘ですので、図書カードは好きな本を買う

よう渡しました。

　事故後、悲しみを抱えたまま毎日が過ぎていくのは

大変つらい日々でしたが、娘の成長と知人や社会の

支えのおかげで少しずつ元気を取り戻しています。

ですが、いつも通り家を出たまま帰って来られなかった

夫が、またいつも通り帰ってくる気がするのです。

あまり日々を暗い気持ちで過ごしていては夫に心配を

かけてしまう、と反省しています。

　基金の冊子を読むたび、同じ気持ちを持った方は

私たち親子だけではないのだなと、少し安心できます。

これからもよろしくお願いいたします。

愛知県
Ｓ・Ｋさん（母）

東京都
Ｍ・Ｎさん（加入者）

　このたびは育成給付金をいただきありがとうございます。

　主人が亡くなった時、まだ 1 歳にもならなかった娘

が高校入学となりました。時の過ぎるのは本当に早い

ものです。小さかった娘が、今では私の助けになって

くれています。

　娘は高校に入学してからやりたい事がたくさんある

ようです。いただいたお金は有効に使わせていただき

たいと思います。本当にありがとうございました。

宮城県
Ｈ・Ｍさん（母）


